
(1) 平群町長寿会新聞  第３２９号  ２０２０年（令和２年） ８月１日  

※挿絵は、全て春日丘長寿会 金城国子さんの作品です。 
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久
安
寺
長
寿
会 

 

 
 
 
 
 
 

会
長 

表 

昌
司 

久
安
寺
長
寿
会
は
男
子
24
名
、
女
子
３０

名
、
計
５４
名
で
活
動
し
て
居
ま
す
。
毎
月
、

か
し
の
き
荘
で
の
定
例
会
は
送
迎
バ
ス
を

使
用
し
て
お
り
ま
す
。
毎
月
出
席
者
は
１０

名
～
１５
名
程
度
で
Ａ
コ
ー
プ
で
昼
食
の

買
い
物
、
コ
ー
ヒ
ー
、
お
茶
、
ジ
ュ
ー
ス

な
ど
、
費
用
は
５００
円
～

1000
円
迄
で
食
事
は

全
員
同
じ
、
日
頃
の
世
話
に
、
そ
し
て
健

康
体
操
を
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
行
い
ま
す
。

カ
ラ
オ
ケ
は
行
い
ま
せ
ん
。
今
年
は
大
変

な
年
に
成
り
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
の
為
、
本
部
そ
し
て
長
寿
会
の
総
て
の

集
会
が
自
粛
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
久
安
寺

で
は
４
月
１
日
長
寿
会
の
総
会
、
６
月
町

総
会
、
９
月
敬
老
会
、
２
月
６
日
新
年
会

等
こ
れ
ら
の
集
会
も
コ
ロ
ナ
の
為
に
中
止

又
は
延
期
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

皆
々
様
の
家
庭
に
お
き
ま
し
て
も
健
康
面

ま
た
経
済
的
な
面
で
も
色
々
と
大
変
だ
と

思
い
ま
す
。
楽
し
い
明
日
が
マ
ス
ク
の
い

ら
な
い
皆
で
カ
ラ
オ
ケ
の
歌
え
る
日
が
一

日
も
早
く
来
る
こ
と
を
祈
り
ま
し
ょ
う
。

本
部
役
員
の
皆
様
方
、
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

俳
句
、 始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。 

  
 
 
 
 

俳
句
ク
ラ
ブ
代
表 

中
川 

克
己 

  

今
、
ち
ょ
っ
と
し
た
俳
句
ブ
ー
ム
。 

あ
な
た
も
、
俳
句
、
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 

で
も
、
む
ず
か
し
そ
う
。 

 

い
え
い
え
、
約
束
は
二
つ
。
季
語
と
、

五
七
五
の
定
型
だ
け
。 

 

季
語
っ
て
知
ら
な
い
し
。 

 

い
え
い
え
、
見
渡
せ
ば
季
語
だ
ら
け
。

少
し
ず
つ
覚
え
れ
ば
い
い
。 

 

何
だ
か
、
古
く
さ
い
感
じ
だ
け
と
。 

 

い
え
い
え
、
と
ん
で
も
な
い
。 

オ
ー
バ
ー
の
胸
雪
ま
み
れ
逢
ひ
に
行
く 

 
 
 
 
 
 
 

 

茨
木 

和
生 

絨
毯
は
空
を
飛
ば
ね
ど
妻
を
乗
す 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

中
原 

道
夫 

何
を
詠
ん
だ
ら
良
い
か
、
分
か
ら
な
い
。 

 

い
え
い
え
、
句
材
は
身
近
に
。 

雛
ケ
ー
キ
子
等
の
見
つ
め
る
五
等
分 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

藤
田 

政
江 

偉
い
先
生
が
い
て
叱
ら
れ
そ
う
。 

 

い
え
い
え
、
俳
句
は
み
ん
な
が
先
生
、

み
ん
な
が
生
徒
。
そ
れ
ぞ
れ
思
っ
た
こ

と
を
言
っ
て
学
び
合
い
ま
す
。 

 

迷
っ
て
い
な
い
で
、
一
度
見
学
に
お

越
し
下
さ
い
。
例
会
は
、
毎
月
第
一
・

第
三
火
曜
日
。
午
前
中
。 

 

さ
あ
、
ご
一
緒
に
「
俳
句
」
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症 

の
拡
大
が
長
寿
会
で
も
サ
ー
ク

ル
活
動
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
活
動

が
休
止
に
な
り
、
社
会
環
境
が

一
変
し
た
◇
個
人
的
に
も
、
家 

に
閉
じ
こ
も
り
、
普
段
あ
ま
り
で
き
な

か
っ
た
家
の
中
の
整
理
を
集
中
的
に
や

っ
た
が
、
そ
ん
な
こ
と
ば
か
り
で
き
る

モ
ノ
で
は
な
く
、
◇
気
が
つ
け
ば
、
体

に
脂
肪
が
つ
き
体
重
増
加
に
な
っ
て
、

対
策
を
し
な
け
れ
ば
ヤ
バ
イ
こ
と
を
痛

感
◇
日
頃
、
岡 

連
合
会
長
が
「
活
動

量
計
」
を
活
用
し
て
「
お
で
か
け
健
康

法
」
を
積
極
的
に
PR
さ
れ
た
の
で
、
小

生
も2

0
1

6

年
12
月
か
ら
、
県
立
王
寺 

 

健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
計
器
を
申
込
ん 

で
、
目
標
歩
数
は
8
千
歩
、
「
中
強
度
」 

歩
行
は
12
分
に
設
定
◇
同
セ
ン
タ
ー
で 

の
チ
ェ
ッ
ク
時
の
実
績
デ
ー
タ
が
一
般 

数
値
よ
り
も
低
い
こ
と
を
実
感
◇
そ
の 

為
に
3
月
か
ら
は
①
家
の
用
事
で
2 

千
歩
、
②
愛
犬
の
散
歩
で
3
千
歩
、
③ 

残
り
3
千
歩
は
家
の
周
囲
の
歩
行
、
う 

ち
早
歩
き
「
中
強
度
」
歩
行
を
念
頭
に 

し
た
と
こ
ろ
、
よ
う
や
く
ク
リ
ア
◇
6 

月
末
現
在
で
は
、
年
平
均
7
千
歩
、
う 

ち
「
中
強
度
」
歩
行
11
分
、
目
標
値
は 

未
達
で
あ
る
が
、
無
理
な
く
続
け
ら
れ 

た
筋
力
増
強
運
動
と
と
も
に
健
康
長 

寿
に
繋
が
る
こ
と
期
待
大
。 

甘口辛口 

会
員
数
の
現
状
と
今
後
の
課
題
・
方
針 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
寿
会
連
合
会
会
長 

 

岡 
 

嘉
道 

長
寿
会
連
合
会
の
会
員
数
は
、
平
成
29 

年
度
に
48
名
の
大
幅
減
と
な
っ
て
以
降
、

毎
年
漸
減
し
て
お
り
、
次
表
に
見
る
と
お
り
令
和
2
年
度
も
4
月
～
６
月
の
３
ヶ
月

で
７
名
減
、
年
間
で
は
50
人
以
上
の
減
少
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
高
齢
者
数
は
増
加
の

一
途
を
た
ど
る
の
に
、
長
寿
会
の
会
員
数
は
何
故
減
少
す
る
の
か
、
様
々
な
要
因
が
絡

み
合
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
最
大
の
要
因
は
今
の
長
寿
会
に
高
齢
者
を
引

き
付
け
る
魅
力
が
足
り
な
い
の
で
は
と
私
は
考
え
ま
す
。
令
和
７
年
に
は
、
高
齢
者
と

現
役
世
代
（
15
才
～
64
才
）
が
ほ
ぼ
同
数
と
な
り
、
高
齢
者
が
現
役
世
代
に
頼
れ
る

時
代
は
終
焉
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
、
健
康
で
、
生
き
が

い
を
持
っ
て
老
後
を
過
ご
す
に
は
、
高
齢
者
同
志
が
お
互
い
に
支
え
合
う
以
外
に
道
は

無
く
、
こ
れ
に
対
処
す
る
為
、
元
気
な
高
齢
者
が
、
そ
う
で
な
い
高
齢
者
を
支
え
る
組

織
体
制
構
築
の
た
め
に
「
高
齢
者
相
互
支
援
事
業
部
」
を
平
成
30
年
４
月
に
発
足
さ

せ
ま
し
た
。
こ
の
組
織
は
、
以
下
の
５
項
目
の
事
業
を
実
践
す
る
事
業
部
で
す
。 

⒈
見
守
り
活
動
チ
ー
ム---

安
否
確
認
、
友
愛
訪
問
等 

⒉
集
い
づ
く
り
チ
ー
ム
「
孤
食
、
引
き
こ
も
り
防
止
」---

食
事
会
、
カ
フ
ェ
等 

⒊
生
活
支
援
チ
ー
ム
（
家
事
支
援
）---

ご
み
出
し
、
片
付
け
、
剪
定
等 

⒋
移
動
（
外
出
）
支
援
チ
ー
ム---

買
い
物
、
病
院
、
外
出
等
、 

⒌
災
害
発
生
時
避
難
支
援
チ
ー
ム
―
―
事
前
に
要
避
難
者
を
特
定
し
て
お
く
。 

 
 

五
つ
の
チ
ー
ム
が
立
ち
上
が
り
、
事
業
が
軌
道
に
乗
り
、
そ
の
有
用
性
が
広
く
認
識
さ

れ
て
く
れ
ば
、
会
員
数
は
自
ず
か
ら
増
加
に
転
じ
る
も
の
と
確
信
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の

事
業
を
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
に
は
膨
大
な
努
力
と
時
間
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
十
分

承
知
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
峠
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
、
長
寿
会
連
合
会
の
未
来
は
あ

り
ま
せ
ん
。
皆
で
手
を
繋
い
で
頑
張
っ
て
行
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 

発行 
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健
康
部
研
修
会
開
催 

「
認
知
機
能
低
下
と 

フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ
い
て
」 

健
康
部
長 

難
波
尊
志 

7
月
10
日
（
金
）
10
時
か
ら
頭
書

の
研
修
会
を
「
か
し
の
き
荘
」
新
館

会
議
室
で
開
催
。
講
師
は
平
群
町
地

域
振
興
セ
ン
タ
ー
健
康
運
動
指
導
士 

貴
志
信
吾
様
に
ご
講
演
い
た
だ
き
、

地
区
健
康
委
員
を
中
心
に
25
名
が
出

席
し
ま
し
た
。 

講
演
内
容
は
、
認
知
機
能
低
下
や
フ

レ
イ
ル
を
防
ぐ
運
動
に
つ
い
て
で
し
た
。 

脳
と
体
の
活
性
化
に
は
運
動
が
必

要
と
の
こ
と
。
適
切
な
運
動
は
脳
の

血
流
を
良
く
し
、
栄
養
・
酸
素
の
供

給
を
盛
ん
に
し
、
脳
を
活
性
化
し
、

脳
細
胞
を
増
や
す
。 

１
脳
と
体
の
活
性
化
を
齎
す
効
果
的
な

運
動
と
体
操
に
つ
い
て 

（1）
や
や
き
つ
い
強
さ
の
運
動
を
や
る
。 

（2）
や
や
複
雑
な
動
き
を
や
る
（
脳
刺
激
）
。 

〈3〉
２
つ
の
課
題
（
ヂ
ュ
ア
ル
タ
ス
ク
） 

 

を
同
時
に
や
る
（
脳
の
機
能
維
持
）
。 

（4）
家
族
や
仲
間
と
笑
顔
で
楽
し
く
や
る

（
安
楽
和
の
弾
み
）
脳
の
動
き
方 

 

が
テ
レ
ビ
と
違
い
、
相
手
が
あ
る
の 

 

で
皆
で
や
れ
ば
よ
り
楽
し
く
、
コ
ミ 

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
地
域
の
絆

が
深
ま
る
、
先
ず
、
や
り
始
め

る
こ
と
が
大
切
（
０
よ
り
1
を
） 

☆
日
常
生
活
で
の
「
物
忘
れ
」
の
対

策
と
し
て
、
毎
日
、
記
事
の
音
読
、

言
葉
の
暗
記
が
あ
る
。 

２
フ
レ
イ
ル
に
つ
い
て 

「
フ
レ
イ
ル
」
は
加
齢
に
伴
い
、
心

身
の
活
力
（
筋
力
や
認
知
機
能
）
が

低
下
し
て
、
要
介
護
へ
の
可
能
性
が

高
く
な
っ
た
状
態
を
い
う
。 

（1）
フ
レ
イ
ル
の
事
象
例 

身
体
の
手
術
後
、
２
週
間
程
寝
た
為

に
足
腰
が
弱
く
な
り
、
起
床
と
歩
行

に
支
障
が
で
た
。 

（2） 

フ
レ
イ
ル
の
特
性 

フ
レ
イ
ル
は
健
康
と
要
介
護
の
中
間

に
あ
り
、
身
体
的
フ
レ
イ
ル
、
心
理
的
・

認
知
的
フ
レ
イ
ル
、
社
会
的
フ
レ
イ
ル

等
を
持
つ
。 

〈3〉 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
関
係 

二
次
的
健
康
被
害
①
身
体
的
：
外
出
自

粛
―
動
か
な
い
ー
運
動
不
足
―
動
け
な

い
ー
ロ
コ
モ
（
運
動
器
症
候
群
）
②
精

神
的
・
社
会
的
：
外
出
自
粛
―
社
会
と

の
交
流
機
会
の
減
少
、
ス
ト
レ
ス
増
―

コ
ロ
ナ
関
係
情
報
の
増
加
―
メ
ン
タ
ル

の
不
調
不
安
・
閉
じ
こ
も
り
。 

（4）

 
健
康
長
寿
３
つ
の
柱 

 

①
栄
養
：
食
事
・
口
腔
機
能
、
②
運

動
：
身
体
活
動
・
運
動
、
③
社
会
参
加
：

趣
味
・
就
労
・
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
。 

（5）
フ
レ
イ
ル
予
防
の
為
の
運
動 

①
ス
ト
レ
ッ
チ
（
関
節
の
稼
動
域
を
広

げ
る
）
②
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
筋
力

を
維
持
・
高
め
る
）
③
有
酸
素
運
動
、

中
高
年
期
の
運
動
の
基
本
、
④
認
知
機

能
向
上
運
動
等
、
脳
の
機
能
を
維
持 

（6）
自
宅
で
出
来
る
簡
単
な
筋
力
ト
レ 

自
分
の
体
力
に
合
っ
た
運
動
強
度
で

行
う
①
足
指
で
タ
オ
ル
取
り
寄
せ
（
足

裏
筋
力
強
化
）
②
脚
上
げ
：
脚
の
付
け

根
と
お
腹
を
鍛
え
る
③
踵
上
げ
（
ふ
く

ら
は
ぎ
、
膝
の
筋
肉
を
鍛
え
る
）
④
爪

先
上
げ
（
す
ね
の
筋
力
ア
ッ
プ
、
血
液

の
戻
り
を
良
く
す
る
）
⑤
脚
の
横
上
げ

（
お
し
り
の
側
面
、
片
足
時
の
ふ
ら
つ

き
を
抑
制
）
⑥
ス
ク
ワ
ッ
ト
（
太
腿
と

お
し
り
の
筋
肉
鍛
え
る
） 

（
結
び
）
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

収
束
が
定
ま
ら
ぬ
中
、
全
員
マ
ス
ク
着

用
で
出
席
。
健
康
長
寿
へ
の
課
題
は
、

認
知
機
能
、
運
動
器
の
機
能
低
下
を
防

ぎ
、
維
持
向
上
を
図
る
こ
と
、
そ
の
為

に
は
効
果
的
な
運
動
が
大
切
。
こ
れ
ら

は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
に
も
役

立
つ
。
毎
日
、
少
し
ず
つ
、
笑
顔
で
楽
し

く
始
め
よ
う 

！ 
  
 
 
 
 
 
 

 

（
以
上
） 

             

短
歌
ク
ラ
ブ
（
五
十
音
順 

循
環
） 

 

嫌
わ
る
も
庭
に
は
び
こ
る
ど
く
だ
み
の

真
白
き
花
は
清
ら
か
に
咲
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岡
本 

類
子 

 

 

亡
き
母
を
常
に
偲
べ
ど
ご
無
沙
汰
で
墓

参
り
に
も
足
の
遠
の
き 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
東 

隆
子 

 

夏
の
庭
強
き
日
差
し
に
樹
木
光
り
風
ふ

と
吹
い
て
葉
音
さ
ら
さ
ら 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

左
近 

育
子 

 

甲
子
園
め
ざ
し
励
ん
だ
青
春
を
語
り
し

夫
も
友
も
逝
き
た
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

芝
田
ユ
ク
子 

 

あ
ぜ
道
へ
五
月
雨
嬉
し
蛙
の
子
五
感
を

め
ぐ
る
苗
代
の
風 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

徳
原 

友
子 

 

さ
か
ら
は
ぬ
こ
と
も
侘
し
よ
老
い
ひ
と

り
ア
ケ
ビ
の
花
の
静
も
り
に
侘
つ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

野
木 

宗
信 

 

帰
り
道
横
道
そ
れ
て
布
目
ダ
ム
工
事
の

人
と
す
れ
ち
が
う
午
後 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
田 

陽
子 

 

コ
ロ
ナ
禍
も
公
園
に
遊
ぶ
人
あ
ま
た
窓

ご
し
眺
め
一
人
ほ
ほ
え
む 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

魚
住 

潤
子 

 

鉢
植
え
の
た
わ
わ
に
熟
す
さ
く
ら
ん
ぼ

一
枝
孫
に
一
枝
鳥
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
村 

三
郎 

  

川
柳
ク
ラ
ブ 

今
回
の
題
詠
は
「
楽
し
い
」
で
す 

  

八
月
と
言
え
ば
夏
休
み
で
子
供
達
は

楽
し
い
季
節
で
す
。
で
も
今
年
は
随
分

短
い
夏
休
み
の
よ
う
で
す
ね
。
こ
れ
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
で
新
し
い
生
活

様
式
・
・
・
へ
と
強
い
ら
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。
さ
て
川
柳
の
世
界
で
は
ど
ん

な
楽
し
い
事
が
あ
る
の
で
す
し
ょ
う
か
。 

 
童
ら
が
道
路
い
っ
ぱ
い
パ
ン
ダ
描
く 

大
村 

三
郎 

 

孫
が
来
て
し
も
べ
に
さ
れ
て
も
あ
あ
楽
し 

松
井 

友
博 

 

川
柳
は
楽
し
い
け
れ
ど
悩
み
種 

徳
原 

友
子 

 

農
道
で
蛙
飛
び
出
し
笑
顔
出
る 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

濵
﨑 

晴
美 

 

微
熱
で
も
今
日
休
み
ま
す
と
電
話
口 

藤
井 

信
夫 

 

楽
し
み
も
中
ぐ
ら
い
な
り
コ
ロ
ナ
開
け 

藤
田 

利
治 

 

待
ち
に
待
つ
楽
し
い
は
ず
の
一
年
生 

宮
崎
多
喜
代 

 

楽
し
み
を
知
ら
ぬ
か
老
人
不
満
顔 

左
近 

育
子 

 

飲
み
会
も
カ
ラ
オ
ケ
も
な
く
夏
は
来
ぬ 

高
橋 

秀
尹 

 

楽
し
い
ね
マ
ス
ク
仕
立
て
に
針
を
持
ち 

宮
前 

敏
子 

 

友
と
会
い
話
し
は
ず
ん
で
童
心
に 

薮
内 

照
香 

 

盤
と
駒
老
い
の
楽
し
み
ボ
ケ
防
止 

山
田 

謙
造 

 

楽
し
み
は
昼
寝
の
後
の
お
や
つ
時
間 

阿
部 

裕
子 

 

楽
し
み
は
古
地
図
片
手
の
一
人
旅 

難
波 

尊
志 

 

  

俳
句
ク
ラ
ブ 

七
月
の
か
し
の
木
通
信
句
会 

（
五
十
音
順 

循
環
） 

 

家
居
に
て
電
話
で
笑
ひ
夏
つ
ば
め 

花
岡 

安
子 

 

大
樟
に
吞
み
こ
ま
れ
ゆ
く
日
傘
か
な 

本
谷
眞
治
郎 

 

命
日
の
墓
の
鶯
鳴
き
続
く 

乾 

フ
ジ
子 

 

今
日
ま
で
と
今
日
一
日
の
朝
寝
か
な 

岩
城 

和
子 

 

わ
が
前
を
行
き
つ
停
ま
り
つ
黒
蜥
蜴 

江
崎 

俊
夫 

 

雨
毎
に
緑
濃
く
な
る
植
田
か
な 

岡
本 

豊
子 

 

ど
く
だ
み
を
乾
し
て
憂
き
こ
と
忘
れ
を
り 

澤
波
百
合
子 

 

夏
燕
傘
を
忘
れ
し
人
を
追
ひ 中

川 

克
己 

 

剥
ぎ
と
る
が
如
く
脱
ぎ
た
る
汗
の
シ
ャ
ツ 

野
木 

宗
信 

  

お
く
や
み 

 

令
和
２
年
６
月
20
日 

か
ら
７
月
19
日 

の
間
に
左
記
の
会
員
の
方
が
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。 

生
前
を
偲
び
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈

り
致
し
ま
す
。 

 

細
尾 

晋
輔
様(

75)
 
 

 

西
宮
地
区 

 

小
東 

八
郎
様(

81)
 
 
 

越
木
塚
地
区 

 

長
寿
会
連
合
会
一
同 

お
知
ら
せ 

健
康
部 

◇
健
康
ウ
ォ
ー
ク 

・
114
回
9
月
22 

日
（
火
） 

・
大
谷
古
墳
、
紀
氏
神
社 

約
5
㎞ 

・
元
山
上
口
駅
前 

9:

30 

※
飲
物
、
「
手
帳
」、
雨
具
持
参 

※
7
時
前
降
雨
予
報
40
％
以
上
中
止 

※
8
月
は
休
み
ま
す 

 


